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明治9 (1876)年 1月に，大阪で発行された，オランダ医師エルメレンス (ChristianJacob Ermerins : 
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るが， ここで， i日景間目莫目泉j は， ~日最間 1莫リンパ節
























































































































































































































































Taurocholic acid (C 2 6 H 4 5 NO 7 S) jを指し，これは
胆汁酸の一種で，分解するとタウリンとコール酸にな
る.また， 1グリココリック酸」は『グリココール酸:
Glycocholic acid (C 26 H 43 NO 6) jを指し，これも
胆汁の主成分で，分解するとグリココールと胆汁酸に






















































































































































































































































ロイドで，エメチン (C29H3 6N 204)' セファエリ
ン (C28H3 8N 204)' プシコトリン (C28H3 6N 20 
4)などを含み，去疾剤、催吐剤，抗菌剤などとして
使用された 7，8) また， r吐酒石」は~Emetic tartar 
{KOOC(CHOH) 2 COO(SbO)・1I2H2O}j]を指し，こ
れにも催吐性がある 8)また， r拘機酸j は『クエン
酸 (Citric acid: C 6H8 0 7H2) J]の当て字である 9)
また， r炭酸剥篤亜斯」は， ~炭酸ポタシウム (K 2 CO
3)J]の当て字である 10) r格列斯的里浬」は， ~コレ
ステリン (Cholesterin: C 2 7 H 1 6 0) J]の当て宇で，
『コレステロールの結晶』を指す.これは，動物性ス
テリンに属し，黄白色の光沢のある鱗片状結晶である




の『ヨシ (Phragmites communis) J]の根茎または
茎で，アスパラギン酸などを含む.煎じて，解熱剤，
利尿剤などとして使用されたようであるが，薬理作用
は不明である 12) また， r磨嘱(マレイ)Jは，両字








































































































































































は， J ean francois Durande (-1 794 :フランス医)
の考案薬剤で，硫酸エーテル 15容とテルペンチン精
10容からなる 15) また， r的列並油Jは『テレビン

















































1 8) I窒扶斯Jは『腸チフス(Typhoid fever) ~の
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